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JIS原案作成活動

1． 色名から用語まで

　色 に 関す る 日本工 業規格 は ， J工SZ8701 −1952（色 の

表示方法） に始ま っ た が，当会 が 直接 最 初 に 原案を作 成

した JISは Z8102 −1957 （色名） で ある 。

　そ の 原案作成委員会は，当時の 山内二 郎会長 を委員長

と し て ， 昭和 3D年 10月 か ら 31年 6 月 ま で関東部会9

回，同小 委員会 2 回，関西部会9 回 ， 合同委員会 1 回を

開催 して い る が ， そ の 成案は当会 の 創 立 当初 か ら練 り上

げ た もの で あ っ た 。

　昭和 23年 8 月 7 目 の 関東支部第 3 回例会に お い て 発

足 が定 め られ た 用語研究会 （尾本義一・委員長ほ か 5 名）

は，工 業 に 用 い る 日本の 標準的 な色名をまず定 め よ うと

す る もの で あ っ た。そ の 審議の 結果 は 関西支部 で も討論

され て ，標準色名法 と名付け られ た。

　そ の 内容 は 今 日の 了工S 色名 の
一般色名 とほ とん ど同

じ で やや単純 な もの で あ っ た。こ の 色名 の 中心的な色票

が 村 上 静男氏 ら に よ っ て 製作 され ，昭和 26年 に 色彩科

学協会編，日本電子測器（株）出版
“
標準色名

”
が刊行 さ

れ た 。

　 こ の よ う な下地の 上 に 発足 し た前記 の 原案作成委員会

も，系統的な一般色名 と歴吏的 ・慣用的 な色名 と を ど う

共存させ る か に つ い て論議百出 し た よ う で あ る 。 そ の 結

果の 答 申案に は ，

一般色名 の 中に ピン ク，茶色，オ リー

ブ も加 え られ て い た が，そ の 後 の 審議で こ れ ら は ま た 慣

用色名の 中の 最優先 の もの に改 め られ た 。

　次の 昭和 31年度 に は色 の 標準の J工S 原案作成委託 を

受 1ナて ， 当会 の 原則 とし て 毎年 1件 の JIS 原案作成 を

行な う慣例が で き上 っ た。こ の 審議過程 で む し ろ 三 属性

に よ る 色の 表示 方法を規定 し ， そ の 中に色票 に 対す る 条

件 も含 め る方が 良い と結論 され て ， J工SZ8721 −1957（色

の 三 属性 に よ る表 示方法） とな っ た。こ の J工S が能率良

くまとめ られた基盤には， 前記用語研究会と共に発足 し

た マ ン セ ル 研究会 （山内委員長 ほ か 5 名） の 成果があっ

た こ とは疑い な い 。

　 32年度 に は色用語 の 原案作成に取 り掛 か っ た 。 色彩の

よ うな境界領域の 専門用語 を短期間 に ま とめ る こ とは も

と も と困難で あ る が，広瀬誠
一

委員長 ， 東堯 ， 日置隆
一

両幹事 をは じ め とす る キ
ー

メ ン バ ーは こ の 難問 に ま Eiも

に取組 ん だ 。 しか も対応外国語 に英，米，独 ， 仏語をそ

ろ え る こ とま で 試 み た 。 結局 ， 初年度は
“
色に関す る 用

語 （
一

般）
”

と して答申 し，次の 33年度 に改 め て
”
色 に

関す る用譜 （心理 ・生理）
”

と し て 原案作成 を 受託 して

追加分を作成 し た。

　 さ ら に そ の 後専門委 員会 で 2 年間 を掛け て そ の 両者 を

まとめ て練 り直し た。お蔭 で，で き上 っ た JIS　Z　8105−

19．　61 （色 に 関す る 用語） は 他 の 用語 JIS の 見本と もな

る よ うな もの に な っ た 。

　用語 委員会で は基本的概念 か ら表記法まで色 々 な こ と

が論 じ られた 。 今 で も蒸し返 され る こ と に「フ ィ ル ター」

等 の 末尾 の 長音符を付 け る か 否 か とい うこ とが ある 。 物

理 ，化学等の 理学系 と， 工学系 の 中で も応用化学部門等

で は 「フ ィ ル ター
」 と書 くが，工 学系の 電気 ， 機械部門

で は，か な 2 文字 を越え る末尾 の ア 列音 （er ，
　 or 等） に

は 原則 と し て 長音符を用 い ない 習慣が あ っ て，「メータ」，

「モ ータ 」 等 と書 く。こ の 揚合の ter や tor は，日本語

の 「ター」 の よ うに は長 くは な く，どち らか と 言 え ば

「タ」 に 近 い とい う論 もあ っ た。

　 こ れ に 対 し て 広瀬委員長 は 明確な意見を持 ち，目本語

に は 中途半端 な 長 さの 音 節 は な く，長音 は 2 音節分の 長

さ で あ る こ とを 俳旬や 短 歌を例 と し て 説明 し た 。 ま た

「フ ィ ル タ 」 と書 く場合 の 「タ 」 は 短音 と し て読 む べ き

で，「タ ァ 」 な ど と長音化 し て読 ん で は い け な い と主張 し

た 。
こ の よ うな こ とか ら色用語 で は フ ィ ル タ ー，カ ラ ー

に統一され た。

2．　拡充の 時代

　色用語 の 原案が作成 され た巨寺に は ， 既 に色の 表示方法

の 見直 し改正 が 行：な わ れ て ， JIS　Z　8701−1958（色 の

XVZ 系 による 表示方法）とな り，　 JIS　Z　8722−1959 （物

体色の 測定方法）も制定 され て い た。ま た保安用品協会

の 原案作成委員会 （東堯委員長） に よ る 安全色彩関係 の

JIS　Z　9101−1953（安全色彩使用通則）他 3件 の J工S も

制定 され て い た。従 っ て その 後 の JIS原案作成は ， そ れ

ま で の 基本 J工S を拡充す る 方向 に進 ん だ。

　以下に そ の 時代 の 原案作成 の 年度 と原案名 （改正原案

の 場合は改 正 前 の JIS 番号） に 制定 さ れ た JIS番 号

（表題）を列記す る 。

　34 年度，色 の 比 較方 法，Z8723 −1961 （表面色 の 比較

方 法 ）。

　35年度 ， 光 の 色 の 測 定 方法，Z8724 −1962 （光源 色 の

測定方法）。

　37年度，色温 度 の 測定方法，Z8725 −1966 （光源 の 分

布温 度 お よび 色温度 の 測定方法）。

　38 年度 ， 蛍光色の 分光測色方法，（未定）。

　39年度，10度視野 に お け る 色 の XYZ 系 に よ る 表 示

方法 ，
Z8728 −1971（10度視野 XYZ 系 に よ る 色 の 表 示

方法）。

　40 年度，10度視野 に お け る 物体色 の 測 定 方 法，Z8727

−1971（1D度視野 XYZ 系 に よ る物体色 の 測定方法）。

　40 年度 ，
ひレW 系に よ る 色 の 表示 方法，Z8729 −1970

（U ＊ V ＊ 勝 系 に よ る 物体色の 表 示方法）。

　41 年度 ， 色差表示方法 ，
Z8730 −1970 （色 差 表 示 方

法）。
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　42年度，測色用 の 標準の 光，Z8720 −1973（測色用 の

標準の 光及び標準光源）。

　44年度 ，
Z8105 −1964改正 ，

　 Z　8105−1982 （色に関す

る 用語）。

　44 年度，
Z8102 −1961改正，（未定）。

　44 年度，白色度表示方法 （未定）e

　 こ れ らの 原案作成委員会は 総 て 日置隆一委員長 を中心

に し て進め られ た。こ れ だ け の 規格 ネ ッ トワークを完成

し て ， 色彩科学協会 とし て 色 に 関す る JIS講習会 （別

項参照）が 主催 で きる まで の 実績を蓄積 し た 。

　 し か し一一“方 JIS原案 は答 申し た もの の JIS化 が著 る

し く遅れ る もの がで て きた 。 色用語改 正 案 の よ うに ， 昭

和 54 年度 に 再編成され た 日本工業標準調査会色彩専門

委員会 （川上委員長）に よ る 3 年間の 審議の 結果，JIS
化が完成 し た もの もあ D ，今 日 ま で JIS 化 されない で

い る もの もあ る。

3． 見 直 し の 活 発 化

　当 会 が 日本色彩学会 に改 称発展 し た 後 の 数年 問 は 上記

の
一
段落 し た とい う情況 か ら ， JIS原案作成は休眠期間

に な っ て し ま っ た 。 そ の 間光電 色彩計調 査委員会が 「光

電 色彩計学会基準案」 を作成 し た ほ か ，白色度調査委員

会や 蛍光色調査委員会 で も JIS化 に 備え た 調査研究 が

行 なわ れ た が，成文 化 し た報告 に は な っ て い ない 。

　一一方 CIE で は 従来 の 勧告 を整理 し ま と め て 出版 物

No．15（1971） と し て 出版 し，新しい 均等色空間 の 勧告

く1976）等もあ っ て，JISの 国際規格 か らの ずれ を憂慮

す る 声 が 当会内 に も生 じて きた 。 そ こ で 昭釉 52 年 度 に

JIS 色差測定方法検討委員会 （馬場護郎委員長） が組織

され，そ の 中で JIS原案作成活動 の 再開，特 に 当面改

正 が必要な色差関係 の JIS の 改 正 方向を定 め た。

　 こ れ に よ っ て 53年度 から次 の よ うな改 正 原案作成が

活発 に 行 な わ れ た。

　53年度 ，
Z8729 −1970改正 ，　 Z　8729−1980（L＊

α
＊b ＊

表

色系及び L ＊tl＊ W ＊ 表色系 に よ る 物体色 の 表示 方法）。

　 53年度，Z8730 −1970改正 ，
　 Z　8730−1980 （色差表示

方法）。

　 54年度，Z8722 −1971及び Z8727 −1971合 併 改 二［E，
Z8722 −1982 （物体色 の 測定方法）。

　55年度，Z8701 −197ユ及 び Z8728 −1971合 併 改正，
Z8701 −1982（XYZ 表色系及 び ・YloYloZlo表色系 に よ る

色の 袈示 方法）。

　 56 年度 ，
Z8724 −1966改〕F−，

　 Z　8724−1983 （光源色 の

測定方法）。

　57年度，Z8720 −1973改Jli， （規格票 1≡「コ刷中）。

　 58 年度，条件等色度 の 評価方法 （新規），（審議完）。

　以上の 原案作成委員会の 委員長 は 筆者 （森）が 務 め た

が，委員会内に 小委員会 を設 け て 審議の 効率 化 を 試 み

た。そ れ ぞ れ ま と ま っ た成 果 が 得 られ た の に は 小 委 員会

委員長の 企画，実行力 に よ る と こ ろ が 大きか っ た 。各年

度 の 同 委員 長 の お名 前 を記 し て 感 謝 す る。53，54，55年

度 ：馬場護郎 ， 56年度 ：木滑寛治，57，58年度 ： 大 田

登。ま た 53年度以降 の 原案 に は 総 て 専門委員会の 審議省

略 とい う 方式 が と られ て い る の で 原案作成 か ら JIS制

定 ま で の 閏時が 短縮され た 。

一方 ∫IS 解説 の 原稿 に つ

い て も原案作 成 委員会 に 責任 が あ る こ と に な っ た。こ れ

に つ い て は積極的に解説を付け る こ と と し，毎回上記の

小委員長 が 中心 に な っ て 有益な原稿 を ま とめ て い た だい

て い る 。

（森　礼於　株式会社東芝総合研究所）

　上記 の J工S に つ い て 現在発行 され て い る もの を 番号

順に 記す 。

J工SZ8 ］02・−1961 色名

J工SZ8105 −／982色 に 関す る用語 （解）

JIS　Z　8701−／982　XYZ 表色系及び XiO｝YieZi。 表色系 に

　 ょる 色 の 表示 方法 （解）

JIS　Z　8720−1973 測色用 の 標準 の 光及 び標準光源 『 （解）

J工SZ8721 −1977 三 属性 に よ る 色の 表示方法

JIS　Z　8722・−1982 物体色の 測定方法 （解）

JIS　Z　8723一ユ961表面色の 比較方法

JIS　Z　8724−1983 光源色の 測定方法 （解）

JIS　Z　8725−1976光源 の 分布温度及び色温度 の 測定方法

JIS　Z　8729 −1980　L ＊a ＊b＊
表色系及 び 五＊ z‘＊曽

＊
表 色系 に

　よ る 物体色 の 表示 方法 （解）

JIS　Z　873e−1980 色差表示 方法 （解）

（（解）は解説 つ き）

（† 印の もの は，現在印刷中）

　以上 が 1ヨ本色彩学会が 原案作成 した JIS で あ る。

　な お，こ れ 以外 の色に 関す る JIS に つ い ては，

日本色彩学会 編 「新編 色彩科学 ハ ン ドブ ッ ク」 東京 大

学出版会 発 行 （昭和 55年） ま た は

臼木規格協会 編 rJ正S ハ ン ドブ ッ ク 色彩」 日本規格協

会 発行 （1983年）

を ご参照下 さい 。　　　　　　　　　 （編集委員会）
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